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俳句は童にさせよ・・・

俳句の先達がこう述べたのは、童の感性に驚きと感動をま
ざまざと⾒せ付けられたのではないでしょうか。

いわゆる⼤⼈達がこれらを⽇々の⽣活の中で失ってゆく現
実があるのも事実です。 

俳句発祥の時代とは⽐較にもならない程複雑で、多くの
益々⽇常の営みに、それらの感覚を働かせることを忘れざ
るをえない状況にあることも事実です。それ故、滑稽とい
うものがこの時代にまた光が当たってしかるべきことなの
ではとも考えます。

滑稽とは、古代中国では尋常ならざる弁⾆のパフォーマン
スであったとあります。
私は俳句はある意味、⾔葉のパフォーマンスてあると考え
ています。滑稽俳句とは、尋常ならざる⾔の葉でのパ
フォーマンスでもあるのではないでしょうか。

先ほどの⼤⼈が忘れた、捨ててしまった童の尋常ならざる
発想、感動を復活、思い返すことが滑稽俳句に繋がるので
あると考えています。学問的な俳句、家元的な俳句をされ
てきた俳⼈たちは、格好や体裁を考えるあまり、この感動
の根源をややも⾒逃して来たのも事実だと思います。

今、俳句⼈⼝は数パーセントの、それを職業とされている
⽅を除き九⼗数パーセントの⼈々は遊びで俳句をされてい
るのだと思います。

それ故、もっと楽しく滑稽を⾃ら詠み、⼈様の滑稽俳句を
鑑賞し、家元流でない素⼈流の楽しみを持てばいいのだと
思います。


